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そのほかＧＷと秋に特別展示、桃の節句に合わせてひな人

形とひな調度展を開催しています。

※詳しくは下記までお問い合わせください。

大人 500円［400円］、敬老（65才以上）400円［400円］

大学生 400円［200円］、３館共通券 700円

※［　］内の料金は、団体（20名以上）の場合。割引の併用なし。

※高校生以下無料（高校生または出生の日から18歳に達する

　日以後の最初の3月31日までの間にある者。要確認証提示）

※障がい者手帳・療育手帳などをお持ちの方（介助者1名を含

　む）は無料。



　宇和島伊達家伝来品の中には歴史上有名な豊臣秀
吉の肖像画をはじめとして、初代藩主伊達秀宗の父
親である仙台藩初代藩主の政宗ゆかりの品々も家宝
として大切に伝わっています。

　婚礼道具には大名家の女性が
身だしなみを整えたり、教養を
身につけたりするためのものが
数多くあります。
　宇和島伊達家には、９代藩主
宗徳夫人佳姫をはじめとして、
歴代藩主夫人の婚礼道具が小物
から駕籠（高貴な婦人用は乗物
という）まで伝来しており、あら
ゆる用途の品々をご覧いただけま
す。

　伊達氏の始祖朝宗（ともむね）が奥州合戦
（1189年頃）の際、源頼朝から拝領しました。
仙台伊達家から続く家紋の中で最も古い
由緒をもっています。

　仙台藩祖である伊達政宗が気に入り、細
川氏から譲り受けたと言われています。

　宇和島藩と仙台藩は、竹に雀紋を使って
いますが葉の数、節の数等が異なり、宇和
島笹、仙台笹と呼ばれ区別されています。
伊達家で用いられる家紋のなかで最も格式
が高く、重んじられています。

重要文化財  絹本著色  豊臣秀吉像

黒塗七宝竹橘文蒔絵櫛台と歯黒道具一式

伊達政宗書状


